
自治体と地域社会の災害時危機管理と防災が専攻分野の
明治大学大学院 中林教授に「防災コミュニティ」について
ご講演頂きます。（詳細裏面）
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17:30 会場　18:00 開会

明治大学大学院政治経済学研究科特任教授

中 林 一 樹 氏
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４Ｆ カルロ（300 席）
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自分が住んでいる地域の防災のこと。
■自分自身の身を守るイメージ、家族を守るイメージは出来ていますか？

■「連絡が取れない」子どもや家族のこと、誰が知ってますか？

■あなたの住んでいる地域は、あなたを、あなたの家族を守ってくれますか？

コミュニティ

首都直下型
地 震立 川 断 層

を 抱 え る こ の 地 域。

グランドホテル

社団法人立川青年会議所
第878回例会 市民の求める防災コミュニティとは？



明治大学大学院政治経済学研究科特任教授

中 林 一 樹 氏 （なかばやし いつき）
■　専攻分野（研究分野）
　　政治学 自治体と地域社会の災害時危機管理と防災
■　略歴
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2011年4月より現職。

講師 プロフィール

社団法人立川青年会議所　第878回例会 市民の求める防災コミュニティとは？

2012 年 4 月、東京都は首都直下型地震の

被害想定を見直し、最大震度「7」、死者

9,700 人の被害が出ると発表しました。

また、神奈川県から鹿児島県まで襲うとい

われている南海トラフ地震では、「M9」レ

ベルの地震が起き、2万人以上の死者が出

るといわれています。

これから日本各地で大規模災害が発生する

といわれている「いま」だからこそ、私た

ちはまち全体で、自分の住んでいる地域で、

震災と自ら向き合う必要があるのではない

でしょうか？

首都直下型地震の被害想定


